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はじめに 

 

 東北大学に動物実験に関する新しいルール「国立大学法人東北大学動物実験等に関する

規程（以下、「規程」）」が制定された。これは本学における教員、学生をはじめとする研究

者が「適正な動物実験」を行うためのルールである。 

平成 17 年 6 月に動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律（平成 17 年法

律第 63 号）が公布され、動物実験に関する理念である「3R (Replacement 代替法の利用、

Reduction 必要最小数の利用、Refinement 苦痛の軽減)」が盛り込まれた。この 3R は「適

正な動物実験」には生命科学研究で求められる実験操作の科学的普遍性に加えて動物福祉

への配慮が求められること示す国際的な原則である。本学の新しい規程は、すべての教員、

学生をはじめとする研究者がこの 3R を遵守するよう具体的な方策を示しており、本学で行

われる動物実験を含む画期的な研究が、国内はもとより国際的にも認知されるよう、その

指針を示している。 

この解説書は、規程を補完するものとして作成され、規程及び内規に関する取り扱いに

ついての動物実験専門委員会委員長「通知」に記載されている「解説書」に対応するもの

である。本学の教員・学生・研究者諸君がこの解説を参考に本学の規程を遵守して適正な

動物実験を行い、世界的な研究成果を挙げること願っている。 

なお、平成 21 年 4 月に設置された東北大学動物実験センターは、本学の動物実験の適法

性を確保し、動物実験に係わる安全管理を推進することを目的とした特定事業組織である。

本学の研究者・学生の皆さんへの指導助言を通して動物実験の適正化に貢献することが役

割であり、動物実験についての疑問は、まず同センターにご相談下さい。 

平成 31 年 1 月 

東北大学環境安全委員会動物実験専門委員会 

東北大学動物実験センター 

 

初   版  平成 19 年 5 月 3 日     第 8 版  平成 24 年 4 月 1 日 

第 2 版  平成 19 年 7 月 27 日      第 9 版  平成 25 年 5 月 1 日    

第 3 版  平成 19 年 10 月 26 日     第 10 版  平成 26 年 5 月 1 日      

第 4 版  平成 20 年 10 月 10 日     第 11 版  平成 27 年 5 月 1 日 

第 5 版  平成 21 年 4 月 1 日     第 12 版  平成 28 年 5 月 1 日 

第 6 版  平成 22 年 4 月 1 日     第 13 版  平成 29 年 5 月 1 日 

第 7 版  平成 23 年 4 月 1 日     第 14 版  平成 31 年 1 月 1 日 

 

参考文献：この解説書の作成に当たっては以下の文献を参考にした。 

・動物実験の適正な実施に向けたガイドライン（日本学術会議） 

・「東北大学における動物実験に関する指針」の解説（旧解説書・東北大学） 

・「実験動物の管理と使用に関する指針 第 8 版（“Guide for the care and use of laboratory animals” 

National Research Council of the National Academies, USA）」監訳：社団法人日本実験動物学会 
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Ｉ 国立大学法人東北大学における動物実験等に関する規程 

 

                           平成１９年６月２７日 

                          規  第 １２２ 号 

目 次 

 第１章 総則（第１条－第４条） 

 第２章 動物実験専門委員会（第５条） 

第３章 動物実験センター(第 6条) 

第４章 管理責任体制(第 7条―第 11 条) 

第５章 動物実験計画及び教育研修計画(第 12 条―第 15 条) 

第６章 施設等(第 16 条―第 18 条) 

第７章 動物実験等の実施(第 19 条・第 20 条) 

第８章 実験動物の飼養及び保管(第 21 条―第 27 条) 

第９章 安全管理(第 28 条―第 30 条) 

第１０章 教育訓練(第 31 条) 

第１１章 自己点検、評価及び検証(第 32 条) 

第１２章 情報公開(第 33 条) 

第１３章 雑則(第 34 条・第 35 条) 

 附則 

 

第１章 総則 

(趣旨) 

第1条 この規程は、研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針(平成18年文

部科学省告示第71号。以下「基本指針」という。)に基づき、科学的観点、動物愛護の観

点及び環境保全の観点並びに動物実験等を行う職員、学生等の安全確保の観点から国立大

学法人東北大学(以下「本学」という。)における動物実験等を適正に実施するため、必要

な事項を定めるものとする。 

(定義) 

第2条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めると

ころによる。 

一 動物実験 第4号に掲げる実験動物を試験研究又は生物学的製剤の製造の用その他の

科学上の利用に供することをいう。 

二 教育研修 第4号に掲げる実験動物を学生等への教育研修に供することをいう。 

三 動物実験等 動物実験及び教育研修をいう。 

四 実験動物 動物実験等の利用に供するため、第7号に掲げる施設等で飼養し、又は保

管しているほ乳類、鳥類又はは虫類に属する動物(第7号に掲げる施設等に導入し、又は

譲渡するため輸送中のものを含む。)をいう。 
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五 飼養保管施設 実験動物を恒常的に飼養し、若しくは保管し、又は動物実験等を行う

施設(次号に掲げる実験室を除く。)をいう。 

六 実験室 実験動物に実験操作(原則として48時間以内の一時的保管を含む。)を行う室

をいう。 

七 施設等 飼養保管施設及び実験室をいう。 

八 動物実験計画 動物実験の実施に関する計画をいう。 

九 教育研修計画 教育研修の実施に関する計画をいう。 

十 動物実験実施者 動物実験等を実施する者をいう。 

十一 飼養者 実験動物の飼養又は保管に従事する者をいう。 

十二 管理者等 第7条に規定する管理者(第8条の規定により副管理者を置く場合にあっ

ては、管理者及び副管理者)、第9条に規定する実験動物管理者、動物実験実施者及び飼

養者をいう。 

十三 実験動物管理者等 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者をいう。 

 

(他の法令等との関係) 

第3条 動物実験等については、動物の愛護及び管理に関する法律(昭和48年法律第105号。

以下「法」という。)、実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準(平成18

年環境省告示第88号。以下「飼養保管基準」という。)、基本指針、動物の処分方法に関

する指針(平成7年総理府告示第40号)、動物実験の適正な実施に向けたガイドライン(平成

18年6月1日日本学術会議策定)その他の法令等(以下「関連法令等」という。)に定めがあ

るもののほか、この規程の定めるところによる。 

 

(管理者等の責務) 

第4条 管理者等は、動物実験等の実施に当たっては、法第41条第1項及び第2項の規定に基

づき、科学上の利用の目的を達することができる範囲において、できる限り動物を供する

方法に代わり得るものを利用すること及びできる限りその利用に供される動物の数を少

なくすることに配慮するとともに、科学上の利用に必要な限度において、できる限り動物

に苦痛を与えない方法によって行うことにより、適正に実施しなければならない。 

 

第2章 動物実験専門委員会 

 

第5条 本学における動物実験等の適正な実施に関する調査、審議及び連絡調整については、

国立大学法人東北大学環境・安全委員会規程(平成16年規第7号)の定めるところにより、

国立大学法人東北大学環境・安全委員会動物実験専門委員会(以下「委員会」という。)

が行う。 

2 委員会は、前項の規定による調査及び審議の結果について総長に報告するとともに、必

要があると認めるときは、総長に助言する。 



 

7 
 

3 委員会は、必要に応じ、管理者等に報告を求めることができる。 

 

第3章 動物実験センター 

 

第6条 本学における動物実験の適法性を確保し、及び動物実験に係る安全管理を推進する

ため、動物実験センターは、委員会が行う調査、審議及び連絡調整等を支援する。 

 

第4章 管理責任体制 

 

(管理者) 

第7条 本学に、総長の命を受け、実験動物及び施設等を管理させるため、管理者を置く。 

2 管理者は、当該実験動物及び施設等を有する部局等(以下「部局等」という。)の長をも

って充てる。 

 

(副管理者) 

第8条 管理者は、その職務を補佐させるため必要があると認める場合は、副管理者を置く

ことができる。 

 

(実験動物管理者) 

第9条 部局等に、管理者の命を受け、管理者を補佐し、実験動物の管理を担当させるため、

実験動物管理者を置く。 

2 実験動物管理者は、実験動物に関する知識及び経験を有する当該部局等の職員をもって

充てる。 

 

 

(動物実験責任者及び教育研修責任者) 

第10条 動物実験又は教育研修ごとに、当該動物実験又は教育研修の実施に関する業務を

統括させるため、動物実験責任者又は教育研修責任者を置く。 

2 動物実験責任者又は教育研修責任者は、当該動物実験又は教育研修に従事する動物実験

実施者をもって充てる。 

 

(施設等設置責任者) 

第11条 施設等に、当該施設等の維持管理を担当させるため、施設等設置責任者を置く。 

 

第5章 動物実験計画及び教育研修計画 

 

(動物実験計画又は教育研修計画の審査及び承認) 
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第12条 動物実験責任者又は教育研修責任者は、動物実験等を実施しようとする場合には、

動物実験計画又は教育研修計画を立案し、所定の計画書を管理者を経由して総長に提出し、

その承認を得なければならない。 

2 総長は、前項の規定により動物実験責任者又は教育研修責任者から計画書の提出があっ

たときは、委員会の議を経て、当該動物実験計画又は教育研修計画の承認の可否を決定す

るものとする。 

3 総長は、前項の決定を行ったときは、管理者を経由して当該動物実験責任者又は教育研

修責任者に通知するものとする。 

4 第2項の規定により承認された動物実験計画又は教育研修計画の有効期間は、3年以内と

し、当該動物実験又は教育研修を開始する日から2年を経過した日の属する年度の範囲内

とする。 

 

(動物実験計画又は教育研修計画の変更) 

第13条 前条の規定は、動物実験計画又は教育研修計画を変更しようとする場合について

準用する。 

 

(動物実験等の中止又は終了の報告) 

第14条 動物実験責任者又は教育研修責任者は、動物実験又は教育研修を中止し、又は終

了したときは、所定の様式により、管理者を経由して総長に報告しなければならない。 

 

 

(動物実験等の中止の勧告) 

第15条 委員会は、第12条第2項の規定により承認された動物実験計画又は教育研修計画の

実施状況について、必要に応じ、調査を行い、総長に報告し、又は助言することができる。 

2 総長は、前項の委員会からの報告又は助言を受けて動物実験等の実施が適正でないと認

めるときは、当該動物実験等の中止を勧告することがある。 

 

第6章 施設等 

 

(施設等の設置等の申請及び承認) 

第16条 管理者は、飼養保管施設又は実験室を設置し、又は変更しようとする場合には、

所定の設置承認申請書を提出し、総長の承認を得なければならない。 

2 総長は、前項の規定により管理者から設置承認申請書の提出があったときは、委員会の

議を経て、当該飼養保管施設設置又は実験室の設置又は変更の承認の可否を決定するもの

とする。 

3 総長は、前項の決定を行ったときは、管理者に通知するものとする。 

4 第2項の規定により承認された飼養保管施設又は実験室の有効期間は、当該飼養保管施
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設又は実験室の内容に応じて総長が別に定める期間とする。 

 

(施設等の維持管理及び改善) 

第17条 管理者は、実験動物の適正な管理並びに動物実験等の遂行に必要な施設等の維持

管理及び改善に努めなければならない。 

 

(施設等の廃止の届出) 

第18条 管理者は、飼養保管施設又は実験室を廃止しようとする場合には、所定の廃止届

出書をあらかじめ総長に提出しなければならない。 

2 管理者は、必要に応じて、動物実験責任者と協力し、飼養保管中の実験動物を他の飼養

保管施設に譲り渡すよう努めなければならない。 

 

第7章 動物実験等の実施 

 

第19条 動物実験実施者は、動物実験等の実施に当たっては、関連法令等に定めるものの

ほか、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 適切に維持管理された施設等において動物実験等を行うこと。 

二 計画書に記載された事項を遵守するとともに、実験動物に無用な苦痛を与えないよう

次に掲げる事項を遵守すること。 

イ 適切な麻酔薬、鎮痛薬等を使用すること。 

ロ 外科手術等の処置後は適切な術後管理を行うこと。 

ハ 苦痛を伴う実験に当たっては、人道的エンドポイントを考慮した実験終了の時期に

配慮すること。 

三 遺伝子組換え実験、放射性物質や放射線を用いる動物実験等、毒物、劇物、向精神薬

等を用いる実験、病原体又は有害科学物質等を用いる動物実験等については、遺伝子組

換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律(平成15年法律第97

号)その他の関連する法令等及び国立大学法人東北大学遺伝子組換え実験安全管理規程

(昭和56年規第38号)その他の本学の関連する規程等に従い、実施すること。 

四 実験実施に先立ち必要な実験手技等の習得に努めること。 

五 侵襲性の高い大規模な存命手術に当たっては、経験等を有する者の指導の下で行うこ

と。 

2 動物実験実施者は、実験の終了又は中止に当たっては、次に掲げる事項に配慮しなけれ

ばならない。 

一 実験動物にできる限り苦痛を与えないようにするとともに、他の実験動物に苦痛を感

じ取られないよう、適切な安楽死処置法を選択すること。 

二 実験動物の死体については、適切な処置を講じ、人の健康及び環境を損なわないよう

にすること。 



 

10 
 

(業務の委託) 

第20条 動物実験責任者は、動物実験等の実施を本学以外の機関に委託等する場合は、委

託先においても、基本指針又は他省庁の定める動物実験等に関する基本指針に基づき動物

実験等が実施されることを確認しなければならない。 

 

第8章 実験動物の飼養及び保管 

 

(手引きの作成及び周知) 

第21条 管理者及び実験動物管理者は、飼養保管の手引きを作成し、動物実験実施者及び

飼養者に周知しなければならない。 

 

(実験動物の導入) 

第22条 実験動物管理者は、動物実験責任者に、実験動物の導入に当たり、関連法令等に

基づき適正に管理されている機関より導入させなければならない。 

2 実験動物管理者は、実験動物の導入に当たり、適切な検疫、隔離飼育等を行わなければ

ならない。 

3 実験動物管理者は、必要に応じて実験動物の飼養環境への順化又は順応を図るための措

置を講じなければならない。 

 

(実験動物の飼養管理) 

第23条 実験動物管理者等は、実験動物の生理、生態、習性等に応じて、適切に給餌及び

給水を行わなければならない。 

2 実験動物管理者等は、異種又は複数の実験動物を同一施設内で飼養し、又は保管する場

合には、その組み合わせを考慮した収容を行わなければならない。 

 

(実験動物の健康及び安全の保持) 

第24条 実験動物管理者等は、飼養保管基準を遵守し、実験動物の健康及び安全の保持に

努めなければならない。 

2 実験動物管理者等は、実験目的以外の傷害又は疾病を予防するため、実験動物に必要な

健康管理を行わなければならない。 

3 実験動物管理者等は、実験動物が実験目的以外の傷害又は疾病にかかった場合は、実験

動物に適切な治療等を行わなければならない。 

 

(記録の保存及び報告) 

第25条 管理者等は、実験動物の入手先、飼養履歴、病歴等及び飼育環境等に関する記録

を作成し、これを保存しなければならない。 

2 管理者は、その所有する実験動物の飼養保管の状況について、年度ごとに所定の報告書
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を総長に提出しなければならない。 

 

(譲渡等の際の情報提供) 

第26条 管理者等は、実験動物の譲渡に当たり、譲渡先に、その特性、飼養保管の方法、

感染性疾病等に関する情報を提供しなければならない。 

2 遺伝子組換え動物の譲渡に当たっては、遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物

の多様性の確保に関する法律に基づき、譲渡先に情報の提供を行わなければならない。 

(輸送) 

第27条 管理者等は、実験動物の輸送に当たり、飼養保管基準を遵守し、実験動物の健康

及び安全の確保、人への危害防止に努めなければならない。 

 

第9章 安全管理 

 

(実験動物から人への危害防止) 

第28条 動物実験実施者は、物理的若しくは化学的に危険な材料又は病原体等を扱う動物

実験等を行う場合には、安全のための適切な施設又は設備を確保しなければならない。 

2 管理者は、実験動物管理者等に係る実験動物由来の感染症及び実験動物による咬傷等の

予防及び発生時の必要な措置を講じるとともに、発生の際の医師等による救急体制の整備

等必要な措置を講じなければならない。 

3 管理者は、毒へび等の有毒動物の飼養又は保管をする場合は、飼養保管基準に基づき、

人への危害の発生の防止について必要な事項を定めなければならない。 

4 管理者は、実験動物の飼養又は動物実験等の実施に関係のない者が実験動物等に接触し

ないよう、必要な措置を講じなければならない。 

 

(実験動物の逸走時等の対応) 

第29条 管理者は、逸走した実験動物の捕獲の方法等をあらかじめ定めなければならない。 

2 動物実験実施者及び飼養者は、実験動物の逸走又は盗難を発見した場合は、探索及び捕

獲に努めるとともに、当該実験動物が遺伝子組換え動物等又は人に危害を加える恐れのあ

る実験動物である場合は、速やかに動物実験責任者又は実験動物管理者を通じて管理者に

通報しなければならない。 

3 管理者は、前項の通報があったときは、必要な措置を講じるとともに、遅滞なく総長に

報告し、及び関係機関へ連絡しなければならない。 

 

(緊急時の対応) 

第30条 管理者は、地震、火災等の緊急時に執るべき措置の計画をあらかじめ作成し、関

係者に対して周知しなければならない。 

2 管理者は、緊急事態の発生時において、実験動物の保護及び逸走による危害防止に努め
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なければならない。 

 

第10章 教育訓練 

 

第31条 総長は、委員会に、実験動物管理者等に対する次の事項に関する教育訓練の実施

を付託するものとする。 

一 関連法令等、本学の定める規程等 

二 動物実験等の方法に関する基本的事項 

三 実験動物の飼養保管に関する基本的事項 

四 安全確保、安全管理に関する事項 

五 その他動物実験等の適正な実施に関する事項 

2 委員会は、教育訓練の実施日、教育内容並びに講師及び受講者の記録を作成し、これを

保存しなければならない。 

 

第11章 自己点検、評価及び検証 

 

第32条 総長は、本学における動物実験等の実施状況等に係る関連法令等及びこの規程へ

の適合性について、委員会に定期的に点検及び評価(以下「自己点検・評価」という。)

を行わせるものとする。 

2 委員会は、前項の規定により自己点検・評価を行い、その結果を総長に報告しなければ

ならない。この場合において、委員会は、管理者等に、動物実験等の実施状況等に係る資

料を提出させることができる。 

3 総長は、自己点検・評価の結果について、学外の者による検証を受けるよう努めるもの

とする。 

 

 

第12章 情報公開 

 

第33条 総長は、本学における動物実験等の実施に関する情報を毎年度公表するものとす

る。 

 

第13章 雑則 

 

(ほ乳類、鳥類又はは虫類に属する動物以外の動物に係る動物実験等) 

第34条 管理者は、本学において飼養し、又は保管しているほ乳類、鳥類又はは虫類に属

する動物以外の動物に係る動物実験等を実施しようとするときは、この規程に則して動物

実験等が適正に実施されるよう配慮しなければならない。 
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(雑則) 

第35条 この規程に定めるもののほか、動物実験等の適正な実施に関し必要な事項は、総

長が定める。 

 

附 則 

1 この規程は、平成19年10月1日から施行し、第10条の規定は、同日以後に実施する動物

実験等について適用する。 

2 この規程の施行の日(以下「施行日」という。)の前日に実施している動物実験等で施行

日以後引き続き実施するものに係る動物実験計画又は教育研修計画は、第10条第1項の規

定により申請し、及び同条第2項の規定により承認されたものとみなす。この場合におい

て、当該承認されたものとみなされた動物実験計画又は教育研修計画(以下「みなし承認

計画」という。)に係る有効期間にあっては、第10条第4項の規定にかかわらず、平成20

年3月31日までとし、当該動物実験又は教育研修の中止又は終了の報告は、第12条の規定

にかかわらず、これを要しない。 

3 施行日の前日に設置している施設等については、施行日から平成20年3月31日までの間

は、第14条の規定による承認を得ないで、設置することができる。 

 

附 則(平成23年3月31日規第51号改正) 

この規程は、平成23年4月1日から施行する。 

 

附 則(平成24年5月8日規第49号改正) 

この規程は、平成24年5月8日から施行し、改正後の第12条第4項の規定は、平成24年4月1日以

後に提出された動物実験計画又は教育研修計画から適用する。 

 

附 則(平成27年3月23日規第18号改正)  

この規程は、平成27年4月1日から施行する。 
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Ⅳ 「国立大学法人東北大学動物実験等に関する規程」の解説 

 

１ 動物実験における 3R について 

[規程第 4条] 

 

動物実験の国際原則である「3R（Refinement：科学上の利用に必要な限度において、で

きる限り動物に苦痛を与えない方法によってすること、Replacement：科学上の利用の目的

を達することができる範囲において、できる限り動物を供する方法に代わり得るものを利

用すること、及びReduction：科学上の利用の目的を達することができる範囲において、で

きる限りその利用に供される動物の数を少なくすること。）」は、1959年に英国のRussell 

& Burchが動物実験を行う研究者の倫理基準として唱えたものである。そして「動物の愛護

及び管理に関する法律（平成17年6月22日法律第68号）」に明文化された。本規程第４条に

はこの原則がそのまま盛り込まれており、この規程の根幹を成すものである。本学におい

て動物実験を行う学生、研究者はこの原則をよく理解したうえで実施することが求められ

ている。 

3Rに関する文献：Russell & Burch、The Principles of Humane Experimental Technique, 

1958; 日本語訳「人道的な実験技術の原理」、笠井憲雪訳、（株）アドスリー。 

 

 

２ 東北大学動物実験センターについて 

 

動物実験センターは本学特定事業組織として、2009 年 4 月に設立され、本学星陵キャン

パスにおかれている。目的等は「東北大学動物実験センター規程」に記載されているが、

実際の活動は次の通りである。 

（１）動物実験計画書・教育研修計画書の事務及び審査業務の支援 

（２）飼養保管施設・実験室の承認申請の事務及び審査業務の支援 

（３）承認済動物飼養保管施設及び実験室の視察・指導助言 

（４）動物実験に関する教育訓練の開催支援 

（５）動物実験に関する自己点検評価の支援 

（６）飼養保管施設のマウス及びラットの微生物モニタリング検査 

（７）実験動物取り扱い実技講習会の開催 

（８）動物実験に係るホームページの更新・管理 

 従って、動物実験計画書・教育研修計画書さらには飼養保管施設・実験室の承認申請等

の作成および申請を考慮している方々は、まず同センターに相談してください。また、マ

ウスやラットの飼養保管施設を運営に当たっては、SPF 動物の維持のために同センターの微

生物モニタリングサービスを受けることが出来る。さらに初心者向けのマウス及びラット

の実験動物取り扱い実技講習会を定期的に開催している。 
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 ４ 実験動物の飼育施設及び設備について 

[規程第 16、17 条] 

 

 動物実験において再現性のある安定した実験成績を得るためには施設、設備を適正に整

備し、動物の飼育環境を整える必要がある。このことは、使用する動物数を減らし、動物

福祉への大きな配慮となる。特に環境条件（温度、湿度、気流、光、音、臭気、床敷、ケ

ージ、給水、飼料、飼育室、同居動物、飼育技術者等）は、動物の反応を修飾して実験成

績に重大な影響を及ぼす例が多いので、これら諸条件を制御することは極めて大切である。

そして動物の生態、習性を考慮し、快適な住居性に重点を置く必要がある。以下、特に留

意すべき点をあげる。 

 （１）飼育施設 

 a.飼育施設は設備の行き届いた専用区域を用意すべきであり、一時的に研究室や居室の

一部を割いて動物実験に充てるようことをしてはならない。 

 b.飼育室は温度、湿度、換気、気流、臭気、騒音、照明等を配慮しなければならない。

動物の種類や実験の目的に応じて、施設等の環境を恒常的に保つために必要な空調設備等

を設ける。 

 参考に実験動物施設基準研究会による環境基準値を次に示す。 

温  度 
マウス、ラット、ハムスター、モルモット  ２０～２６℃ 

ウサギ、イヌ、ネコ、サル         １８～２８℃ 

湿  度 
望ましい基準値  ４０％～６０％ 

許容範囲     ３０％～７０％ 

換気回数 １０～１５回／時 

気流速度 
望ましい範囲 １３～１８cm／秒 

許容範囲   １０～２５cm／秒 

臭  気 アンモニア濃度で２０ppm をこえない 

騒  音 ６０ホンをこえない 

照  明 床上８５cm の高さで １５０～３００ルクス 

照明時間 

タイマーにより明を１２～１４時間、暗を１２～１０時間に設定するの

が一般的である。これは特にげっ歯類の繁殖を必要とする飼育において、

安定した性周期を得るために有効である。 

  

（２）飼育設備 

 a. 飼育棚や飼育器は飼育管理作業の省力化や動物間の感染症の予防に有効なものがあ

り、導入にあたっては考慮すべきである。 

 b. ケージ又はペンは、動物の頭が天井につかえず、横臥でき、ゆったり向きが変えら




